
【第15回出発式　刈谷商工会議所駐車場】

　今年度は東日本大震災から５年目の復興集中期間の最終年度にあたり、日本商工会議所での
本プロジェクトの完了に伴い、今回が日本中で最後の遊休機械の寄贈となりました。　
　当商工会議所では、平成24年８月１日に豊田自動織機の協力会である「豊永会」にご協力
頂き、遊休機械の提供を開始して以来、これまで、138事業所から4102点もの機械・工具・
車両を寄贈し、全国514商工会議所の中で、日本一の貢献度となり、東北六県商工会議所連合
会の鎌田宏会長より太田会頭へ感謝状を頂きました。これまでご協力頂いた全ての事業所の皆
様に深く感謝申し上げます。
※詳細は、７ページをご覧ください

遊休機械無償マッチング支援プロジェクト
全国最終の出発式（第15回）

遊休機械無償マッチング支援プロジェクト
全国最終の出発式（第15回）
～ご協力ありがとうございました～
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会　　頭	 太　田　宗一郎
副 会 頭	 宇佐見　一　美
　 〃 	 鈴　木　　　豊
　 〃 	 鈴　木　文三郎
専務理事	 河　内　利　夫
常 議 員	 浅　井　　　毅
　 〃 	 池　田　裕　幸
　 〃 	 市　川　裕　大
　 〃 	 伊　藤　定　男
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　 〃 	 尾　﨑　知　秀
　 〃 	 加　藤　俊　二
　 〃 	 加　藤　貴　紀
　 〃 	 加　藤　英　樹

常 議 員	 鬼　頭　俊　行
　 〃 	 後　藤　直　樹
　 〃 	 小　林　祥　浩
　 〃 	 近　藤　純　子
　 〃 	 近　藤　哲　夫
　 〃 	 柴　田　一　良
　 〃 	 嶋　津　孝　久
　 〃 	 白　川　泰　士
　 〃 	 杉　浦　世志朗
　 〃 	 杉　本　篤　哉
　 〃 	 関　　　淳　之

常 議 員	 寺　野　　　徹
　 〃 	 内　藤　　　昇
　 〃 	 仲　村　和　彦
　 〃 	 羽　賀　象二郎
　 〃 	 松　下　恭　規
　 〃 	 盛　田　高　史
　 〃 	 森　野　嘉　一
　 〃 	 森　　　雅　博
　 〃 	 安　井　秋　彦
　 〃 	 山　内　　　潔
　 〃 	 山　本　雅　章
　 〃 	 山　本　善　明
監　　事	 室　殿　　　豊
　 〃 	 中　村　美智雄
　 〃 	 杉　浦　芳　一

年 頭 の ご 挨 拶
刈谷商工会議所
会　頭　太田宗一郎

あけましておめでとうございます。

皆様におかれましては、お健やかに新年をお迎えのこ

ととお喜び申し上げます。また、日頃から商工会議所の

事業活動に対しまして深いご理解とご協力を賜り、心か

ら厚くお礼申し上げます。

さて、最近の経済情勢は、雇用・所得環境の改善傾向

が続く中、緩やかな回復基調にあるように思えるもの

の、海外景気の下振れや来年４月に予定されている消費

税10％への引き上げの影響などを考慮すると、その先行

きはいまだ不透明であり、特に中小企業・小規模事業者

にとっては、依然として、厳しい経営環境が続くものと

推測されます。

当商工会議所としましては、温故知新の精神を改めて

見直し、新たな発想、新たな視点で誠実に着実に地域を

代表する総合経済団体として、市民・企業・行政を結ぶ

架け橋の役割を果たしつつ、中小企業・小規模事業者へ

の経営支援から活力あふれる地域社会創造に向けた事業

活動など、関係諸団体との連携を一層強化し、広域連携

事業の更なる推進を図ることで、会員事業所の繁栄並び

に地域経済の発展に尽力していく所存でございます。

特に、個々の企業が現場で抱える経営課題の解決に向

けて、直接専門家を派遣する「刈谷モノづくり大学」、

市民を対象に、商人（あきんど）を講師に招き、個店の

スキルアップや集客力向上を目的とした「かりや商人大

学」などを柱とした事業の充実、拡大を図って参ります

が、加えて、人口減少社会を迎え、地域が活力を維持し

成長していく為の「ひと（育成・就活等）」に焦点を充

てた取り組みとして、平成27年度より「刈谷モノづくり

大学大学院ＭＢＡ」コースの増設し、人材育成にも力を

入れております。

また、行政・関係諸団体へのインフラ整備、各種政策

に関する「要望・提言活動」や街頭犯罪抑止や交通安全

を目的とした「安心・安全ネットワーク事業」など地域

環境に応じた事業の推進を図ることで、会員の皆様、地

域の皆様から頼りにされる商工会議所を目指し、役職員

一同、積極的に提案・実行していく所存でございますの

で、本年も、会員の皆様、並びに関係各位の一層のご支

援とご協力をお願い申し上げますと共に、皆様方の益々

のご健勝とご多幸、社業の発展を心より祈念致しまし

て、年頭の挨拶とさせて頂きます。

迎 春
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新 春 を 迎 え て
愛知県知事
　 大 村 秀 章

あけましておめでとうございます。
新たな年が、県民の皆様方にとりまして、輝

かしい₁年となりますよう、心からお祈り申し
上げます。

昨年は、リニア中央新幹線、燃料電池自動
車FCV、国産初のジェット旅客機MRJという、
日本の未来を創るプロジェクトが大きく動き出
した年でした。中でも、11月の県営名古屋空港
におけるMRJの初飛行は、半世紀ぶりとなる
国産旅客機の量産という夢を乗せた飛行であ
り、当地域の航空宇宙産業の発展に大きな弾み
となるものと大変嬉しく思っています。

日本の中心に位置する愛知県は、日本一の
Technology（技術）とTradition（伝統）を誇
る我が国の産業の中心地、まさに“Heart”of 
JAPANです。今年は、この愛知の強みをさら
に進化させる年にしたいと思います。

2027年度のリニア開業を前に、名古屋駅のス
ーパーターミナル化や鉄道・道路など社会基盤
の整備を着実に進め、世界に発信する「中京大
都市圏」づくりに取り組むとともに、次世代産
業の育成・振興、企業立地の促進、中小企業支
援、さらにはTPP協定の発効も見据えた農林
水産業の振興などにより、愛知の産業力を一層
強化してまいります。

そのためには、「人財力」の強化も重要です。
₄月開校の県立愛知総合工科高校を核に次代の

モノづくりを担う人材の育成に取り組むほか、
女性の活躍促進、高齢者や障害のある方々への
支援の充実など、すべての人が輝き、活躍する
愛知づくりを進めてまいります。

さらには、福祉・医療の充実、地震津波対策
や交通安全対策、「環境首都あいち」に向けた
取組、スポーツ大会や国際会議の積極的な誘致
などとともに、地方分権や行財政改革の推進、
東三河県庁を核とする地域振興にも力を注いで
まいります。

さて、今年₅月には三重県で伊勢志摩サミッ
トが開催されます。愛知は、そのゲートウェイ
として関係者の受入れに万全を期することはも
ちろん、これを好機と捉え、産業観光や武将観
光、日本一の山車からくりなど、愛知の魅力を
しっかりとPRしてまいります。

そして、₈月からは、あいちトリエンナーレ、
国民文化祭、全国障害者芸術・文化祭と、大規
模な文化行事を連続して開催する「芸術・アー
トの年」でもあります。多様な魅力のあふれる
文化芸術作品をお楽しみいただきたいと思いま
す。

こうした取組を通じ、愛知の総合力を一段と
高め、「日本一元気な愛知」の実現に全力で取
り組んでまいりますので、県民の皆様の一層の
ご理解とご支援をお願い申し上げます。

平成28年元旦

◆沖縄空手　　　◆自成道空手
◆合気道　　　　◆警棒護身術
◆実戦護身術　功朗法
◆キックボクシング基礎コース
◆子供空手教室　◆総合格闘技
●月～金  PM5：00～10：00
●土  PM4：00～ 9：00
●日　　　AM11：00～PM2：00

刈谷市広小路 6-84-10（旧朝銀ビル）
（刈谷市駅 徒歩 4 分）

Tel (0566)21-2136お問い合せ

労働保険・社会保険の書類作成
給料計算、就業規則の作成
人事・労務に関する相談
事業主、一人親方等の労災加入
紛争解決手続代理業務
特定社会保険労務士

吉浦経営労務事務所
労働保険事務組合

愛和経営労務協会
〒 448-0813　刈谷市小垣江町中伊勢山 10-1
☎（0566）２４ ̶ １４８３（代）
http://www.yoshiura-krj.com/index.html

手続・相談
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年 頭 あ い さ つ
刈谷市長

　 竹 中 良 則

　新年、明けましておめでとうございます。

　刈谷商工会議所会員の皆様におかれましては、希

望に満ちた新春をお迎えのことと心からお慶び申し

上げます。

　旧年中は、刈谷市の商工行政の推進にご理解とご

協力を賜りましたことを厚くお礼申し上げます。

　さて、日本経済は大企業を中心に緩やかな回復基

調にあり、長期に渡る景気低迷に明るい兆しが見え

始めた一方で、企業を取り巻く経済情勢は大きな変

化の時を迎えております。大筋合意に達した環太平

洋パートナーシップ協定やマイナンバー制度の導

入、消費税増税など、国の内外における大幅な制度

変更により、少なからず影響を受けることが懸念さ

れるところでございます。私どもといたしまして

は、景気回復を確かなものにするために、このよう

な社会情勢をふまえた施策を、スピード感をもって

推進してまいりたいと考えております。

　昨年は、刈谷商工会議所及び刈谷市商店街連盟の

共催による「プレミアム付商品券発行事業」への補

助、名古屋モーターショーへの出展、市内中小企業

従業員のキャリアアップ支援など、様々な角度から

企業を支援する施策を行ってまいりました。引き続

き、市内産業の根幹を支える中小企業の皆様に向け

た設備投資や融資の補助、人材育成支援など、きめ

細かな中小企業支援策を推進するとともに、企業立

地・誘致への取組みを強化し、積極的に商工業振興

を図ってまいります。

　昨年₄月に本市は市制施行65周年を迎え、様々な

事業やイベントにおいて、会員の皆様をはじめとす

る、多くの市民の方々にご参加、ご協力をいただき

ました。

　これからも、未来を担う子どもたちが夢を育み、

皆様が安心・安全に暮らすことのできる『人が輝く 

安心快適な産業文化都市』の実現を目指し、各種施

策に取り組んでまいりますので、引き続き市政への

ご理解とご協力をお願い申し上げます。

　最後になりますが、刈谷商工会議所の益々のご発

展と会員の皆様のご活躍を祈念いたしまして、新年

のごあいさつとさせていただきます。

会社を守る
就業規則の作成
簡単・納得
賃金制度の作成

労働の法律
無料相談会
           実施中！
第 2・４土曜日
          AM9:30～12:00社会保険労務士　岩月剛史

お問合せは
つばさ人事労務
〒444-1336
高浜市呉竹町6-2-26
タウンハイツ柴林103号

0566-52-1002
「つばさ人事労務」で
ネット検索してください
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年 頭 あ い さ つ

　　 　 　 　 　 　 日 本 商 工 会 議 所
　　　会　頭　 三 村 明 夫

　明けましておめでとうございます。
　平成28年の新春を迎え、謹んでお慶び申しあげます。
　昨年の世界の動向は、ギリシャ問題、中国経済の
新常態への移行、資源・エネルギー価格の下落、シ
リア問題など、世界経済を揺るがす問題が多数あり
ました。新興国経済が低迷する中で、相対的に先進
国経済は底堅く、米国経済は好調に推移し、昨年の
世界経済全体は緩やかな回復となりました。本年は、
米国がいよいよ金融緩和の出口戦略に入り、中国経
済の先行きの不透明さと合わせて、新興国経済に力
強さがうかがえないなど、世界経済の回復は今年も
緩慢なものになるのではないかとみられております。
　一方で、わが国経済は、ようやくデフレ脱却への
道筋が見え、昨年はTPPの大筋合意や訪日観光客
の増加、さらに、昨年後半からは、企業の設備投資
も拡大していることが明らかとなり、国民・経済界
が将来に向けて明るい展望を持てる期待感が広がり
つつあります。また、来年4月には消費税率が10%
にアップすることから、本年後半にはある程度の駆
け込み需要が発生するのではないかと思われます。
　将来の日本の持続的な成長を成し遂げていくため
には、50年後の人口1億人の維持を目標とする抜本
的な少子化対策、働く意欲を持った高齢者と女性の
労働参加を促進する労働改革、日本の食の魅力と安
全を世界に発信する強い農業への転換など、構造改
革の推進がいずれも待ったなしの状況となっていま
す。また、これらを実現する財源のためには、税と
社会保障の一体改革の実現も急務となります。
　わが国は、幸いなことに安定政権の下で、政策を
継続的かつ粘り強く実行する体制にあります。日本
再生のためには、改革のプラスとマイナスを明示
し、国民にその必要性を説明し、説得し続けること
で改革を成し遂げることが重要であります。
　さて、このような中で、商工会議所といたしまし
て、どのようなことに軸足を置いていくことが必要
であるか考えますと、全国514の商工会議所が、そ
れぞれの地域で、関係者と緊密に連携しながら地域
の将来をデザインし、地方創生に向けて取り組んで
いくことが肝要だと思います。特に「観光」や「も
のづくり」など地域の強みを生かす活動には、商工
会議所が強いリーダーシップを発揮していくことが

求められているのではないでしょうか。
　まず、地方創生の切り札として期待される観光分
野では、外国人観光客は、一昨年に1300万人を超
え、昨年は約1900万人と急激に増加しました。2020
年の東京オリンピック・パラリンピックまでに2000
万人という当初の目標を前倒しで達成することが確
実となっています。それぞれの地域が、外国人のみ
ならず国内の観光客を引き付けるためには、デービ
ッド・アトキンソン氏の『新・観光立国論』にも述
べられているように、「文化」「気候」「自然」「食事」
の四大要素を軸として、地域が独自の魅力を発信す
るとともに、地域間の連携も必要ではないでしょう
か。新たな目標設定とともに、ボトルネックの解消
と観光消費の効果を得るための現実的な対策を考え
ていくことが重要です。
　次に、観光と並んで日本の強みを生かす分野に製
造業があります。六重苦が徐々に解消され、TPPの
大筋合意により、国内立地の競争力は改善傾向にあ
り、新しいものづくり立国を構築する好機が訪れて
います。昨年11月には、「TPP政策大綱」がまとめ
られ、TPPを活用した中小企業と農業の輸出促進支
援策も検討されており、地方創生にも大いに貢献す
ることが期待されます。₁~₂年後にはTPPが発効
することを想定して、これまで海外ビジネスに取り
組んでいなかった企業でも、どのように活用できる
か、検討していくことが重要ではないでしょうか。
特に、TPPでは日本の農業を強い産業に変革してい
くとともに、日本の農産品・食品の輸出拡大に貢献
することが期待されています。
　さらに、日本再生という点では、本年₃月で震災
から₆年目に入る被災地の復興の歩みも加速させな
ければなりません。一日も早い本格復興に向けて、
現地のニーズに即した支援を着実に実行していくこ
とが重要です。
　最後になりますが、地方創生の主役は、われわれ
自身であり、明るい未来を切り開く気概を持ったわ
れわれの一歩が日本再出発の推進力となります。自
信を持って前を向き、変化をチャンスと捉え、果敢
に挑戦してまいりましょう。皆さまの一層のご支援
とご協力を心からお願い申しあげます。

以　上　
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お問い合わせは刈谷警察署生活安全課まで TEL 0566-22-0110（代表）

刈谷警察署からのお知らせ

防犯ＣＳＲ推進宣言をする
企業などが増えています！

　全国防犯ＣＳＲ推進会議の「防犯ＣＳＲ推進宣言」は、現在86の企業等が宣言し
ています。防犯ＣＳＲ活動を広め、安心・安全なまちづくりに取り組みましょう。

防犯ＣＳＲ推進宣言って何？
　「全国防犯ＣＳＲ推進会議」のホームページ上で行う
「防犯活動に取り組む」意思表明です。
　企業等が行っている現在の取組や、今後の取組方針を簡
潔に表した「宣言」という形にしたもので、全国に広く
「防犯ＣＳＲ活動」が普及することを目的としています。
※「宣言」に費用負担はありません。

詳細と宣言はホームページから→http://www.safety-nippon.jp/Home/Index

マイナンバー詐欺根絶緊急アピールに
１００名超える参加者

　平成27年11月27日㈮、刈谷商工会議所の大ホールにおきまして、「マイナンバー詐欺根
絶緊急アピール　マイナンバー制度の概要と詐欺の手口」をテーマにしたセミナーを開催
し、100名以上の方にご参加頂きました。
　今回の緊急アピールは、マイナンバー制度をかたり、預金口座番号などの個人情報を聞
き出そうとする不審な電話や訪問が高齢者を中心に全国で相次いでおり、刈谷市内でも10
月に２件のマイナンバー詐欺未遂事案が発生し、今後、新たな詐欺被害が懸念されること
から、会員事業所・市民を対象に、マイナンバー制度の正しい理解とマイナンバー詐欺の
手口を説明することにより、詐欺被害の根絶を目的
で開催しました。
　当日は、刈谷警察署　中村隆則署長より愛知県下
の特殊詐欺被害を含めてご挨拶を頂き、1日刈谷警
察署長の委嘱を受けられた特定社会保険労務士の大
参直子氏がマイナンバー制度の講演をされ、最後に
刈谷警察署生活安全課の日下誠課長が詐欺の手口に
ついて事例紹介し、警戒を促しました。



工業第二部会　「山の神大祭」開催
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　去る12月₄日㈮工業第二部会恒例の行事、「山の神大祭」が市原稲荷神社の境内末社「山神社」にて
開催されました。
　この行事はことし一年の感謝と会員事業所の安全と繁栄、無病息災を祈念するもので当部会から17名
の参列者により行われ、氏子の皆様とともに厳かに執り行われました。
　稲荷信仰は田の神の信仰であって、春の耕作のはじめに、この神を迎え、秋の収穫のおわりに、この
神を送るという思想から、山の神が春に下って田の神となり、
秋には山戻って山の神となるという信仰を生むに至っており ｢
山神神社」は、この山の神を祭っています。
　刈谷商工会議所を代表して副会頭の角文株式会社　鈴木文三
郎様、当部会を代表して部会長のカリモク家具株式会社　加藤
英樹様、副部会長の友澤木工株式会社 友澤優之様と株式会社
近藤組　南林順司様が玉串奉奠、拝礼を行い、会員事業所の繁
栄と安全を祈願しました。

　平成27年12月8日㈫、刈谷商工会議所の駐車場におきまして、第15回目
となる遊休機械無償マッチング支援プロジェクトの出発式を行いました。
　今年度は東日本大震災から₅年目の復興集中期間の最終年度にあた
り、日本商工会議所での本プロジェクトの完了に伴い、今回が日本中で
最後の遊休機械の寄贈となりました。
　今回の寄贈では、㈱デンソー、トヨタ車体㈱、トヨタ紡織㈱、小林ク
リエイト㈱、カリモク家具㈱、㈱近藤組、サンエイ㈱、三清建設㈱、カ
リツー㈱、神星電機㈱、㈱テルミックの11社より、フォークリフト７台・トラック１台・車両１台など
10ｔトラック４台を満載にして被災地へ寄贈しました。出発式の来賓として、日本商工会議所の理事・
事務局長 青山伸悦氏、仙台商工会議所の専務理事 間庭洋氏をお招きしました。
　当商工会議所では、平成24年₈月₁日に豊田自動織機の協力会である「豊永会」にご協力頂き、遊休機械
の提供を開始して以来、これまで、138事業所から4102点もの機械・工具・車両を寄贈し、全国514商工会議
所の中で、日本一の貢献度となり、これまでご協力頂いた全ての事業所の皆様に深く感謝申し上げます。
　今後は、本プロジェクトを良い契機に、刈谷と東北とを結ぶ架け橋とし、お互いのビジネス交流・地域間交
流を更に深め、より良い関係を築いて参りたいと考えておりますので、ご協力を宜しくお願い致します。

部会の動き部会の動き部会の動き

遊休機械無償マッチング支援プロジェクト第１５回出発式を開催！

http://www.kakubun.com

総合建設業・不動産開発業　不動産仲介
土地、中古住宅、新築住宅etc
　地域に密着
みかわライフ
d（0566）25-3471

センチュリー21の加盟店は、すべて独立・自営です。
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福利厚生制度の切札誕生

“プレミアム共済加入者特典事業所” は随時募集中です！
　共済加入者への特典をご協力いただける事業所様を随時募集しています。
　12月15日現在で61事業所のご登録を戴きました。特典対象者は、共済の加入者約2,400名です。
　ホームページやチラシで特典内容を含めＰＲさせて頂きますので、
　ご連絡を心よりお待ちしています。

　刈谷商工会議所では、先月号でご案内した通り、共済制度をリニューアルしました。
　加入者様には従来の保障に加えて、加入者カードを『特典を受けられるお店』で提示頂くと様々
なサービスを受けることが可能となり、魅力満載の共済制度へと生まれ変わりました。
　まだ、全従業員がご加入されていない事業所様、又は未加入の事業所様におかれましては、１口
ご加入で１人あたり１日約２８円（月々１口８５０円×１２か月÷３６５日＝約２８円）で企業の
福利厚生制度を大幅に充実させることが可能となりますので、ぜひご加入のご検討をお願い致します。

特典利用契約期間：平成28年11月30日まで
　　　　　　　　　（以降は毎年自動更新）
お問い合わせ先：刈谷商工会議所
　　　　　　　　　ＴＥＬ：0566-21-0370

“プレミアム共済”加入者募集中
～ 魅力的な加入者特典満載 ～

現在の加入者特典一覧は
こちらをチェック

　平成27年12月17日㈭、刈谷商工会議所で、青少年の健全育成に協力する事業所への委嘱式を開催いたしま
した。
　本事業は、全国的に青少年が巻き込まれている悲惨な事件を根絶するために、刈谷商工会議所・刈谷警察
署・刈谷市教育委員会と連携し、企業の皆様にも子供たちの健全な成長を見守って頂く取り組みとして、会
員事業所に募集したところ定員一杯の２００事業所から申し込みを頂戴いたしました。
　委嘱式では、委嘱事業所を代表して、株式会社だるま 代表取締役社長 内藤昇氏に刈谷警察署　中村隆則
署長より委嘱状、刈谷市学校教育課 神谷拓生課長より感謝状、
刈谷商工会議所の太田会頭より参加事業所を示すプレートを贈
呈されました。
　委嘱された事業所では、従業員が青少年の深夜徘徊や非行を
目撃された際に、刈谷警察署へ通報して頂き、社員教育を通じ
て子どもを見守る意識を高めて頂きます。
　今後も委嘱事業所の追加募集を行っておりますので、お申込
みを希望される会員事業所は刈谷商工会議所までご連絡くださ
い。

青少年の健全育成に協力する事業所　委嘱式を開催


